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支援事業活用のススメ 

宮崎県串間市産の甘藷を素材とした 

女性にも好まれる本格焼酎の開発 

株式会社 くしまアオイファーム 
所在地：串間市東町5-3 

電話：0987-55-5055 

 株式会社くしまアオイファームは、創業1950年

代から続く甘藷生産農家から新しい経営理念で事業

規模を拡大し、2013年12月に法人化を果たし、

それを機に青果用甘藷栽培を5品種に増やし、幅広

い市場ニーズに対応可能な生産体制を整備、生産・

加工・販売まで一貫した事業体制を構築、国内全域

及び東南アジア各地に販売実績を拡大している。 

 当社は、串間産の、この優れた５品種甘藷を活か

した新しい商品開発を目指していたが、当地におい

て長年に亘り串間産甘藷の本格焼酎を製造してきた

蔵元の寿海酒造（株）と連携し、県の新商品開発 

支援制度の「みやざき農商工連携応援ファンド事

業」を活用して「女性にも好まれる焼酎」をテーマ

に商品開発活動を開始し、２年間に亘る研究の成果

として、目的通り女性志向の味と風味を有する新し

い焼酎の開発に成功した。生産を担当した寿海酒造

の石上昭夫社長も伍煌（ごこう）、澄伍煌（すみご

こう）は同社生産品の中でも会心の作品と自賛され

ている。 

 伍煌、澄伍煌は串間地区で最も高品質で、糖度の

高い甘藷を素材として造られているので、5品種甘

藷が本来持っている原料特性と、ほのかな甘みと風

味に特徴がある。 

 伍煌は、25度の本格焼酎で、串間甘藷が醸し出

すまろやかな味は焼酎フアンを虜にすることが予想

される。 

 また、澄伍煌は、女性向けに開発された商品で、

従来の濃い酒という焼酎の通念から脱して、ワイン

感覚の14度で醸造されている。すばらしくフルー

ティーでまろやかな風味は高級ワインを彷彿とさせ、 

みやざき農商工連携応援ファンド事業 
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コーディネーターの窓 

まさに女性を心酔させる新しい宮崎の酒である。 

 また澄伍煌は、女性の関心をそそる、おしゃれで、

スマートなボトルで提供されており、必ず多くの女

性愛好者を創りだすことが期待される新しい感覚の

串間焼酎である。 

 販売を担当する（株）くしまアオイファームは、

従来の甘藷栽培、加工品開発及び甘藷販売事業に加

えて、酒販の免許を取得して、これから伍煌、澄伍

煌を全国顧客へのネット流通販売を目指している。 

 伍煌、澄伍煌は単品買いも可能であるが、お友達

同士やお中元やお歳暮に最適なギフトセットが既に 

担当コーディネーター 

佐々木 隆行 
九州大学経済学部卒業。平成 
4年中小企業診断士登録。経 
営コンサルティング業務を手 
がけ、平成24年度末まで 
(財)宮崎県産業支援財団の 
コーディネーター。農商工連携、6次産業化など
の認定を目指した申請支援を行うほか、経営計画、
マーケティング、財務管理を専門とする。 

 

準備されており、新しい宮崎の焼酎、お土産として

全国に向けての流通が開始されようとしている。 

宮崎県よろず支援拠点 

コーディネーター 

長友 悦子 
 

経営指導員として経営改善や 

創業支援、地域振興事業等に 

積極的に関わってきた。 

 私は平成26年に40年間お世話になりました宮崎

商工会議所を退職致しました。その後、よろず支援

拠点で中小企業・小規模事業者のお悩みの相談をサ

ポートするコーディネーターとして声かかり1年が

過ぎました。 

 実際、資格を持っていない私が事業者の相談に乗

れるのか不安視しながらの決断でした。商工会議所

での経営指導員としての経験が活かされれば経営改

善、売上拡大等の経営上のお悩みを解決し、新しく

創業を始めたいという方のお役に立つことが出来

る・との思いで日々努力をしながらお仕事をさせて

いただいております。宮崎県よろず支援拠点には私

の他に12名のコーディネーターがおり、それぞれ

の専門分野を持ち、チームとして問題解決に取り組

めるのが最大の強みです。また、宮崎県産業振興機

構の持つ産学官金労との連携も問題解決に欠かせな

い好環境にあると言えます。 

 最近、女性の創業「起業」のご相談を多く受ける

ようになりました。特に応援したい分野です。ご相

談者のお悩みを真摯に受け止め、開業に当たる問題 

点を一つ一つ片付けることを心がけています。 

 事業計画、出店場所、開業資金、ご融資 、出店

後・等、先ずご相談者の夢（創業）を実現するため

に具体的な起業の不安を回避することが私の使命で

す。女性コーディネーターらしく相談しやすい雰囲

気に持って行き、常に、傍に居るという安心感を与

える支援が重要であることが分かってまいりました。

また、開業後においてもいくつかの問題、課題発生

を予測し対処していくことにしております。必要運

転資金、季節運転資金、資金繰り（返済財源）、売

上拡大、販路拡大、顧客管理、情報発信、公的な届

け出、経理事務面、確定申告等がこれに当たります。

より多くの皆様のお力になりたい・「起業すること

ができて良かった」 「よろず支援拠点に相談して良

かった」と言われるようにご相談者と伴走しながら

地域に恩返ししたいと考えております。 

 

あなたの夢(創業)の実現を 
お手伝いします！ 

※「みやざき農商工連携応援ファンド事業」の公募は終了しましたが、

事業成果をご紹介するという趣旨から今回掲載させていただきました。 
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下請取引や価格交渉に関する相談窓口 

１ 下請取引に関する相談 「下請かけこみ寺」 

設備導入に関する融資制度 
「みやざき設備資金貸付事業」 

申請対象 県内の小規模企業者等（常用従業員数50名以下）、創業者 

対象経費 経営基盤強化のために必要な設備（土地建物は対象外） 

償還期間 3年以上7年以内（元金据置は最長6ヶ月、口座振替で毎月決済していただきます。） 

貸 付 額 50万円～2，000万円 
 「フードビジネス」「メディカル」「自動車」「成長期待企業等」で、一定の条件を 
 満たした場合、上限が2，500万円となります。 

 支払日を過ぎても親事業者が支払代金を支払ってく

れないなど企業間の下請取引のトラブルに関して無料

の相談窓口を開設し、企業間取引や下請取引に詳しい

専門の相談員や弁護士が相談の対応を行っています。 

２ 価格交渉に関する相談 「価格交渉サポート相談室」 

 中小企業が取引先と価格交渉を行う際のノウハウに

ついて、個別の相談指導を行っています。 

受付時間  9：00～17：00（平日） 

０１２０－４１８－６１８ 

受付時間  9：00～17：00（平日） 

０１２０－７３５－８８８ 

 小規模企業者等の皆様が、創業又は経営基盤の強化を図るため、必要な設備を購入される場合、

その設備導入資金の一部（1／2以内）について無利子で融資を行っています。（貸付審査会による

審査があります。） 

 なお、貸付申請者には、御希望に応じてよろず支援拠点のコーディネーターが随時助言を行いな

がら、経営基盤の強化を支援します。 

宮崎県産業振興機構 

 
よろず支援拠点 

設備 

販売業者 

小規模 

企業者等 
設備購入 

借入申込・契約 

返済 

助言 
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知財ビジネスマッチング会の開催について 

知財ビジネスマッチングとは 

 「特許行政年次報告書2017年版」によると、

宮崎県の平成28年度の特許出願件数は全国39

位の148件、この数字は、27年度に比べると

31件減少しており、27年度も前年度に比べ7

件の減少と、右肩下がりの状況があります。 

 また、近年、コスト競争や製品寿命の短期化

等の状況下において、開発費を抑制しつつ短期

間で付加価値の高い製品を開発するために、他

社の研究開発成果を積極的に活用するオープン

イノベーションの動きが加速化しているとの報

告があります。 

 こうした中、本県では、昨年度から、中小企

業の新製品や新技術の開発を促進するため、大

企業等の技術シーズ紹介型の知財ビジネスマッ

チング会を実施しております。開発費や人材面

で制約のある中小企業にとって、比較的安価な

対価で、不足する技術を速やかに、また低リス

クで導入できることはとても有益であると考え

ております。 

▲左から、イトーキ 水谷主任、花菱精板工業 稲田社長、平田専務、熊本課長  

 ライセンス契約時の様子 

 先進的な取組みを行っている川崎市の説明で

は、国内特許157万件のうち、約半数の75万

件が未利用であり、その理由の一つは、将来売

上規模等の判断から大企業では研究開発したも

のの休眠特許状態であるものが多くある。また、

川崎市では、当該事業の活用により、25件が

ライセンス契約を締結し製品開発が進んでいる。

中小企業の自社製品開発は、企業の存在感や企

業価値がアップし、また経営者の意識や社員の

士気を好転させているとの報告もありました。

（川崎市は、2007年から知財ビジネスマッチ

ングを開始し、中小企業の大企業保有特許活用

において先進的な取り組みをしている。） 

 

(有)花菱精板工業の取組み 

 花菱精板工業は、平成４年に設立され、精密

板金加工や機械加工などの金属加工を事業の柱

とする企業でありますが、医療・福祉分野への

進出を目指し、５年程前から介助椅子や起立補

助サポート器具の開発に取り組んでいます。こ 

 新事業支援課では、中小企業等の

新製品・新技術の開発のため、大学

や大企業の技術シーズとのマッチン

グをはじめ、大学や工業技術セン

ター等との共同研究開発、特許や意

匠の出願などの取組みを支援してい

ます。 

 今回は、昨年度から実施している

知財ビジネスマッチング事業の第1

号の成果『花菱精板工業とイトーキ

とのマッチング事例』を紹介すると

ともに、今年度のマッチング会の開

催について御案内いたします。 
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れまでの試作品はシンプルな構造であり軽量・

低コストでありましたが、求めている機能の開

発には課題があり、製品化まで至っていない状

況がありました。 

 そうした中、花菱精板工業は今年１月に開催

されたマッチング会に参加され、大企業の数々

の技術シーズ集の中から、イトーキの特許技術

が自社の求める機能に近いことを発見し、イ

トーキとの個別相談会に臨みました。その後は、

機構コーディネーターの仲介のもと特許技術を

使用する方向で手続き面の協議をメール等で

行っております。そして、6月1日にはライセ 

今年度のマッチング会について 

 29年度の知財ビジネスマッチング会は、11

月10日(金)に開催されます。現在、大企業等

からの参加は、富士通、日産自動車、イトーキ、

九州電力、旭有機材、新エネルギー・産業技術

総合開発機構(ＮＥＤＯ)となっており、宮崎大

学と県工業技術センター・食品開発センターも 

ンス契約を締結、７月には双方の技術者がイ

トーキ(東京)に集まり、イトーキが保有してい

る技術データの提供や問題点の確認をして、現

在着々と試作品の製作が進められております。

今後早ければ9月末にもそれを完成し、10月

初めには2回目の技術者協議を行う予定となっ

ています。また、花菱精板工業とイトーキでは、

宮崎県産スギ材の利用も視野に入れ、製品のデ

ザイン性についても連携して取り組むことに

なっております。 

(下図は、イトーキの開放特許) 

特許技術の紹介を行うことになっております。 

 県と産業振興機構では、多くの県内企業の皆

さまにこの事業を活用してもらい、第2、第3

の活用事例が現れることを目指し、先ずは、各

企業を訪問してマッチング会への参加をお願い

したいと考えておりますので、御理解と御協力

をお願いします。 
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宮崎県産業振興機構業務報告会を開催しました 

業務報告会の概要 

 県内企業及び関係機関の皆さまに、当機構の活

動について理解を深めていただき、さらなる協力

関係を築いていくことを目的として、平成29年7

月21日（金）に業務報告会を開催いたしました。 

 当日は、県内企業のほか、金融機関、大学等の

学術機関、関係団体、行政機関などから170名を

超える関係者が参加されました。 

 業務報告会の冒頭、当機構の緒方哲理事長は

「本県が抱える大きな課題の一つに若者の県外流

出があり、その要因として県内就職率の低さや離

職率の高さが考えられます。こうした課題に対応

するためには、県内企業の99.9％を占める中小企

業や小規模企業の『稼ぐ力』をいかに強くしてい

くかが重要であります。このような中、当機構は

県・国・各関係機関とのネットワークをもとに蓄

積された支援ノウハウや、専門的な人材を生かし

ながら、幅広い支援事業を実施しております。支

援を必要とされる方がおられましたら、当機構を

ご紹介ください」とあいさつしました。 

 理事長のあいさつの後、当機構の事業を活用さ

れた企業の皆さま 

機 構 ト ピ ッ ク ス 

から６つの事例について発表をしていただきました。（上表参照） 

 

交流会の開催 

 業務報告会の終了後に、交流会を開催し、県内企業をはじめ、金融機関、

学術機関、関係団体、行政機関から90名の皆さまが参加され、相互に交流を

深めていただきました。 

 また、交流会の会場には、県内企業の皆さまの御協力により、各企業のパ

ネルや製品を展示いたしました。出展に御協力をいただいた会社様から展示

物について説明をしていただき、参加者は関心のある展示を興味深く見てお

られました。 

(業務報告会については、当機構HPにも掲載しています。http://www.i-port.or.jp) 

▲交流会の様子 

▲各企業のパネルや製品の展示 

事 例 発 表  

ア. よろず支援拠点事業（3件） 
 「後継ぎ×事業計画＝素人から経営者への成長」 
    ベーカリー原田(延岡市) 店長 原田克彦様 
 「インスタ活用での既存事業の売上改善と新事業の 
  成功確率を高めるマーケティング戦略」 
    ＫＯＤＡＭＡＰＡＮ(宮崎市) 代表 児玉浩子様 
 「若き青年の挑戦！ 本格サバイバルゲームフィールドの創業」 
    ＨＡＷＫ ＷooＤ(川南町) 代表 高木大資様 

イ. 産学官連携関係支援事業（2件） 
 「高機能プラスチック製手術器具の開発～コウプライト」 
    安井㈱(門川町) 開発部課長 荒殿剛様 
 「遠赤外線と熱風を併用した効率的焙煎加工装置開発」 
    ㈱ドライ・アップ・ジャパン(木城町)  
              取締役専務 瀬川幸継様 
    共同研究者：県総合農業試験場茶業支場 
              主任研究員 髙嶋和彦様 

ウ. フードビジネス相談ステーション事業（1件） 
 「求評会の支援による新販路の開拓事例」 
    ㈲オッティモ(宮崎市) 代表取締役 力武知子様 


